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重要文化財 武雄鍋島家洋学関係資料 指定か
ら10年

 平成26（2014）年に武雄市が所蔵する武雄鍋島家洋学関係資料（2,224点）が国の重要文化財に指定され

てから今年で10年になります。武雄鍋島家洋学関係資料は、武雄領主であった鍋島家に伝わった資料群で、

西洋の本や絵図、植物の標本、大砲など、さまざまなものがあります。

　今回は、指定された資料の中から「薩州鹿児島見取絵図」をご紹介します。

 安政４年に佐賀藩士の千住大之助らが鹿児島へ行った時にさまざまな場所を見学し、その様子を描いたもので

す。薩摩藩主・島津斉彬がすすめた集成館事業に関わる工場や砲台などが描かれています。絵図は全部で12枚・

18図あり、佐賀藩士が鹿児島で見聞きしたことをまとめた風説書2冊も一緒に残されています。

安政５(1858)年

「薩州鹿児島見取絵図」より「桜島ノ内瀬戸村造舩場」

「薩州鹿児島見取絵図」より「〔磯別邸の図・華倉村銅吹試方図〕」【反射炉付近拡大】

 嘉永5（1852）年、薩摩藩主・島津斉彬は、鹿児島城下郊外の磯にあった藩主の別邸・仙巌園の横に、大砲を

つくるために必要な鉄を溶かす反射炉をつくりはじめました。その後、反射炉の周りに次々と工場を建設し、

安政4年、斉彬はこれらの工

場群を「集成館」と名付けま

した。

 この絵図には、反射炉や

大砲の砲身に穴をあける鑽

開台、薩摩切子をつくるガ

ラス工場など、集成館のさま

ざまな工場が描かれていま

す。

「薩州鹿児島見取絵図」

今回紹介した資料は、武雄市図書

館・歴史資料館内のこども歴史コ

ーナーでもパネル展示中です。

 桜島の瀬戸村（現在の鹿児島市黒神町）にあった造船所が描かれ

ています。図中の船は、薩摩藩の「承天丸」（絵図では「勝天丸」）で、

嵐で壊れた部分を修理しているところです。
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TOP I C 読書週間
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今年の読書週間の標語は「この一行に逢

いにきた」。読書週間の期間に合わせ、貸

出セット「秋読」を開催します。3冊セットを

期間中、本館・こども図書館で展開します。

貸出セットはなくなり次第終了です。

E V ENT
” たけ推し” 絵本
投票受付中

武雄市こども図書館で“たけ推し”

絵本を決定する投票を実施中で

す。大好きな絵本、おすすめしたい

絵本など、“たけ推し”な絵本をみ

んなで決めませんか？結果は11月
30日絵本の日に発表予定です。

ぜひご投票ください。

投票締切
10月31日（木）

E V ENT 大人の司書体験講座 
参加者募集

10月5日（土）14:00～16:00　
開催

10月12日（土）・19日（土）
14:00～16:00　

本の装備・修理編

レファレンス編

図書館の本の探し方や

本の修理方法など、図

書館司書の仕事を体験

してみませんか？対象 18歳以上の方

定員 各回5名参加費 無料

受付方法 図書館ホームページ
にてWEB受付

※両日とも同じ内容

今年で10回目となる「武雄のあかりめぐり」も、期間を残すとこ

ろあとわずか。今年も、当館はライトアップに参加しています。秋

の夜長に図書館を彩るあかり。美しい光に包まれた図書館で

の読書を、ぜひお楽しみください。

期間 令和 6 年 11月4日(月・祝)まで武雄のあかりめぐりTOP I C

 源平争乱の時代に端を発するとも伝えられ、毎年武雄神社で奉納されて

いる流鏑馬。今年も10月23日に当館の駐車場横の流鏑馬道で奉納が執

り行われる予定です。　それに伴い、前日・当日は武雄市図書館および武

雄市こども図書館の駐車場に駐車規制が、当日の放射時間には館外へ

の出入り規制がかかりますので、ご利用にはご注意ください。

　武雄市図書館館内では、流鏑馬の当たり的を展示しています。返却カウ

ンターのすぐそばにございますので、ご来館の際はぜひご鑑賞ください。 

武雄神社の流鏑馬奉納TOP I C
や ぶ さ め


